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１

普天間飛行場に配備されていたＫＣ－１３０については、沖縄の基地負担を本土に
分散するとの観点から、平成１８年の「再編の実施のための日米ロードマップ」におい
て、岩国飛行場を拠点とすることが合意されるとともに、 ＫＣ－１３０の運用や平成２９
年頃を予定している厚木飛行場（神奈川県）空母艦載機部隊の岩国飛行場への移駐
に伴う同飛行場における運用の増大による影響を緩和するとの観点等から、鹿屋基
地及びグアムに定期的にローテーションで展開することとされています。

厚木

岩国

普天間

空母艦載機部隊を平成29年（2017）
頃までに岩国飛行場へ移駐

鹿屋基地やグアムにローテーション展開

平成26年8月、KC-130(15機)
岩国飛行場へ移駐完了

なぜ、空中給油機KC-130がローテーション展開する必要があるのですか。質問

鹿屋

グアム



なぜ、鹿屋基地がKC-130のローテーション展開の場所に選定されたのですか。質問

ＫＣ－１３０を運用するためのスペースを有していること

ＫＣ－１３０の運用に対する技術的な支援が可能な基地であること

主たる給油対象である米海兵隊の航空機が所在する沖縄から近く、拠点となる
岩国飛行場と沖縄のほぼ中間に位置すること

２

運用上や訓練上のニーズを踏まえ、以下を含む様々な観点から総合的に検討した結果、
鹿屋基地がローテーション展開の場所に選定されました。



所 属 米海兵隊

最大速度 約348kt（約645km/h）

航続距離 約5250km

機体諸元
・全幅 ： 約40.4ｍ
・全長 ： 約29.8ｍ
・全高 ： 約11.8ｍ

装備等

・最大離陸重量 ： 約70t
・搭載量 ： 約19t（人員94名）
・機内増設タンク
・空中給油ポッド

保有数(26年度末) １５機(岩国基地)

海上自衛隊鹿屋基地における施設整備位置図ＫＣ－１３０は、どのような航空機なのですか。質問

米海兵隊ヘリ部隊などに対して、
空中給油を行うこと
人員、物資などの輸送を行うこと

ＫＣ－１３０部隊の任務は、

３
防衛省調べ
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KC-130とP-3Cの比較（平面）

10 2010 020

主要性能比較

機 種 KC-130 P-3C

全 幅

全 長

全 高

約40.4m

約29.8m

約11.8m

約30.4m

約35.6m

約10.4m

４



10 201020

10

5.17m

4.65m 10 20 30

10

５

KC-130とP-3Cの比較（側面及び正面）

主要性能比較

機 種 KC-130 P-3C

全 幅

全 長

全 高

約40.4m

約29.8m

約11.8m

約30.4m

約35.6m

約10.4m



６

鹿屋基地では、どのような訓練をどのくらい実施するのですか。質問

訓練内容及び訓練回数は、以下の３項目を予定しています。

①離着陸訓練

日中及び夜間に、海上自衛隊のＰ－３Ｃと同じ場周経路を飛行し、タッチ・アンド・ゴー
や滑走路上の特定の位置に停止する訓練

訓練回数は、日中と夜間に、それぞれ月８回程度、１回当たり４時間程度を予定

②地上給油訓練

日中及び夜間に、地上に駐機したＫＣ－１３０から、米軍のＣＨ－５３等のヘリコプター
やＭＶ－２２オスプレイに給油を行う訓練

訓練回数は、月２回程度、１回当たり６時間程度を予定

③荷下（におろし）訓練

ＫＣ－１３０後部ハッチを開けた状態のまま、地上を走行しながら、貨物用パレットを
下ろす訓練
訓練回数は、月２回程度、１回当たり４時間程度を予定



滑走路

７

滑 走 路停止位置

ＫＣ－１３０

離着陸訓練の際の場周経路の基本パターン

①離着陸訓練の概要（イメージ）

※離着陸訓練の際の場周経路の基本パターンは、海上自衛隊
鹿屋基地所属のＰ－３Ｃと同じです。



８

注：ヘリコプター等については、１回の訓練当たり２～４機程度を予定

ヘリコプター等は、地上を順次移動し、ＫＣ－１３０から給油を受ける。

（② 給油中）

（① 給油に向けて待機中）（③ 給油後、前方へ移動）

新設するコンクリート舗装ＫＣ－１３０は地上に駐機

②地上給油訓練の概要（イメージ）



貨物用パレット
（約１３０ｋｇ）

９

注： 鹿屋基地における訓練は、貨物用パレットに貨物を積載せず、
貨物用パレットのみをＫＣ－１３０から下ろす予定

貨物用パレット（数枚）

新設するコンクリート舗装

ＫＣ－１３０は地上を走行
（時速１５ｋｍ程度）

③荷下訓練の概要（イメージ）



訓練の方法等について

ＫＣ－１３０は、各訓練１回につき、基本的に１機飛来する予定です。

ＫＣ－１３０は、基本的には、訓練実施後、当日中に岩国飛行場に帰投する予定
ですが、天候不良等のため、海自鹿屋基地内に滞在することもあります。

米軍の訓練実施に際しては、安全確保とともに周辺地域への影響に十分
に配慮するよう申し入れてまいります。

１０

鹿屋基地の使用日数については、以下のことから月２０日より少なくなると考え
ております。
・海上自衛隊の運用を妨げない範囲内で行われること
・訓練効率の観点から幾つかの訓練を組み合わせて実施されること



１１

②地上給油訓練及び③荷下訓練を実施
するため、次の施設整備を行う予定です。
・面積：約５ha
・構造：コンクリート舗装

海上自衛隊鹿屋基地における施設整備位置図訓練に関連して、鹿屋基地では、どのような施設整備が行われるのですか。質問



海上自衛隊鹿屋基地における施設整備位置図ＫＣ－１３０などの航空機の騒音の大きさは、どのくらいですか。質問

所属 航空機
航空機から受音点までの距離

２５０ｍ ５００ｍ １，０００ｍ ２，０００ｍ

海上自衛隊 Ｐ－３Ｃ ８９（dB） ８３（dB） ７６（dB） ６９（dB）

米海兵隊

ＫＣ－１３０ ８９（dB） ８２（dB） ７５（dB） ６６（dB）

ＣＨ－５３ ９１（dB） ８４（dB） ７７（dB） ６８（dB）

ＭＶ－２２
（固定翼モード）

８３（dB） ７７（dB） ６９（dB） ５９（dB）

ＭＶ－２２
（転換モード：

角度８０度）

８３（dB） ７６（dB） ６９（dB） ６２（dB）

海上自衛隊Ｐ－３Ｃ及び米海兵隊ＫＣ－１３０などの航空機の騒音の大きさは、
次の表のとおりです。

１２
※騒音の大きさの目安
６０ｄＢ・・・普通の会話 ７０ｄＢ・・・電話のベル ８０ｄＢ・・・・交通量の多い道路 ９０ｄＢ・・・・ピアノ



飛行回数は、どのようになりますか。

１３

質問

ＫＣ－１３０のローテーション展開後の航空機騒音について、現在日米間で調整中の

訓練回数を基に最大値で試算すれば、

現状の海上自衛隊機による年間飛行回数 約３７，７００回に対し、

ＫＣ－１３０の訓練による年間飛行回数の増加は、２，３００回程度と見込んでおり

鹿屋基地の現状の飛行回数の約６％分の増加が予測されます。



ローテーション展開後の予測コンター（７５W)

現在の第一種区域（７５Ｗ） 【昭和５９年１２月２０日告示】

注１：騒音予測コンター図については、現在の海上自衛隊機による騒音に、KC-130のローテーション展開後の
騒音を加味したものを想定し作成

注２：飛行経路は、鹿屋基地の所属の航空機と同様と想定
注３：飛行回数は、現在、日米間で調整中の訓練内容を基に、最大値を想定

ローテーション展開後の騒音予測コンター図

１４

騒音の状況は、どのようになりますか。質問



米国は、全ての信頼性・安全性基準を満たすものと判断し、平成１７年９月にＭ
Ｖ-２２の量産を承認しました。
開発途中においては大きな事故が４回発生しましたが、機能の追加や再設計など

事故原因への対策を行い、技術的な問題点はクリアされています。
平成１７年の米国政府によるＭＶ－２２の量産決定以降、飛行事故が発生してい

ますが、原因の究明を行い、より安全性を高めるための努力をしています。
また、日本政府としては、平成２４年４月にモロッコで発生したＭＶ－２２の事

故及び同年６月に米国フロリダ州で発生したＣＶ－２２の事故の各調査結果の分析
評価や同年９月の「日本国における新たな航空機（ＭＶ－２２）に関する日米合同
委員会合意」等を総合的に勘案し、我が国におけるＭＶ－２２の運用について、そ
の安全性を確認しています。

日本政府による
事故分析評価（平成２４年８月、９月）

ＭＶ－２２に関する日米合同委員会合意
（平成２４年９月）

日本政府として、様々な角度から安全性を検証。その結果、事故の

原因検証等からも、機体の安全性には特段の問題はなく、ＭＶ－２２が

他の航空機と比べて特に危険と考える根拠は見出し得ず。

人的要因による操縦ミス等をどのようにして防止するかについて、十

分な再発防止策が既に採られていることを確認。さらに、日本国内に

おける飛行運用についても、低空飛行訓練の実施も含め、地域住民に

十分な配慮がなされ最大限の安全対策が採られることを両国間で合

意。

ＭＶ－２２オスプレイ、ＫＣ－１３０は、安全な航空機なのですか。質問

１５

ＭＶ－２２オスプレイ



平成２６年１１月、同年夏に普天間基地から岩国基地に移駐した海兵第１５２

空中給油中隊が、海軍系航空機を運用する部隊に与えられる最高の栄誉賞である
海軍作戦部長航空安全賞を受賞。
発足後、３０年以上にわたって３０万時間以上の無事故記録を保有。

１６

ＫＣ－１３０

米海兵隊岩国基地ＨＰより


